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聾児の言語獲得に関する文献的考察

一手話言語獲得の側面から一

武居 渡*・四日市 章**

聾児の言語獲得に関する研究の多くは、音声言語に関するものであった。そこで、

本研究では、音声言語だけでなく、手話言語の側面から盤児の言語獲得について文献

的な資料をもとに考察した。その結果、手話言語環境にある欝児の手話言語獲得過程

は、聴児の音声言語獲得過程ときわめて類似していることが示された。また、手指モ

ダリティにも楠語が存在し、手指晴語が手話の初語表出の基礎となっていることも明

らかになった。聴児において、音声時語表出の直前に身体運動が観察され、それがモ

ダリティを越えて音声略語表出を促すことが報告されているが、聾児の手指日南語は、

聴児にも見られる身体運動が、持続的に発展したものだと推測された。以上の結果か

ら、聴児が音声言語を発達させるのと同じように、聾児は手話言語を発達させること

が明らかになり、聾児の言語獲得を考える際、手話と音声言語の両方を考える必要性

が示された。

キー・ワード:手話言語言語獲得前言語期晴語聾児

1 .はじめに

人間は、成長の過程で言語を獲得し、使用す

るようになる O 人間がどのように言語を獲得す

るのかについては、多 くの研究がなされ、その

成果が報告されている。

一方、聾児の言語獲得に関する研究も多くな

されている。そして、その多くは、聾児出)及び

難聴児の獲得している言語が、聴児の獲得して

いるそれに比べて量的、質的に異なり、聴児よ

り劣っているというものであった。

例えば、 Steinberg.山田・竹本(197728
)) は、

聾学校児童生徒の書いた作文を分析し、高等部

生徒の言語能力が 3歳の聴児と同程度であると

述べている O また、相馬・関根 (198627
)) は、 16

語の感情語を用いて聾児と聴児の語棄について
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検討を行った。その結果、高等部 3年の聾生徒

であっても、小学 4年生の聴児のレベルに達し

ていないと報告している D これ以外にも、初語

の表出時期が遅い、語棄の発達が遅れる、助詞

の獲得に困難を示す、作文力が乏しい、読解力、

読書力が劣っている、などの報告が見られる。

しかし、聾児の言語力に関するほとんどの研

究は、聾児における音声言語の獲得を扱ってい

るO しかし一方では、手話環境が整えられれば、

聾児は手話言語を容易に獲得できるという事実

も指掃されている(鳥越， 199536
)など)。聾児の

言語獲得を明らかにするためには、音声言語獲

得だけではなく、手話言語の獲得過程をも考慮、

しなければならない。そこで、本研究は、聾児

の言語獲得について、これまで注目されてこな

かった手話言語の側からの視点を中心に、文献

的な考察を行う。
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II.重量児の手話言語獲得過程 ことが挙げられる (Brow九 19774
))。

ろうの両親から生まれた饗児は、生まれてま

もなく手話言語環境にさらされることになる D

それは、聴者の両親のもとに生まれた聴児が、

生まれてまもなく音声言語の環境にさらされる

のと同様である。ろうの両親を持つ聾見あるい

は聴児の縦断的な観察の積み重ねから、手話言

語の獲得過程が、徐々に明らかになってきた。

ここでは、過去に行われた手話言語獲得に関す

る先行研究を、初語獲得過程、音韻論的研究注ヘ

形態論的研究、統語論的研究に整理して検討を

行う。

1 初語獲得過程

言語獲得について考えるとき、最初のマイル

ストーンになるのが初語獲得であろう D 手話言

語環境にある子どもの手話の初語獲得について

は様々な議論がある O

Prinz and Prinz (197925
)) は、母親が童望者で

ある穂先を縦断的に観察し、7ヶ月で最初の手話

単語が表出されたと報告している。それに対し、

音声言語の初語は l歳になるまで観察されず、

手話言語の初語は音声言語のそれより数ヶ丹早

く出現すると報告している o Bonvillian， Or1an-

sky and N ovack (19832
)) もまた、ろうの両親

を持つ穂児と聾児の音声と手話の初語出現時期

を比較した結果、手話言語の初語は音声言語の

初語より 2、3ヶ月早く出現すると述べている O

1980年代になされた手話の初語表出時期に

関する研究の多くが、手話言語の優位性につい

て言及しているO その理由として大きく 3つが

考えられる O

第一に、音声言語を表出するための構音器官

の発達は、手話の初語表出に必要な手指運動器

官の発達より遅いことが挙げられる (Bonvil-

lian， Or1ansky and N ovack， 19832
)) 0 

第二に、手話言語では両親が子どもの手を取

り、手話表出をガイドすることができるため、

初語表出が促進されるという理由が挙げられる

(Bonvillian， Orlansky and N ovack， 19832
)) 0 

第三に、手話言語は高い写像性を特徴として

いるため、子どもの初語表出を容易にしている

しかし、初語出現においては手話言語のほう

が早いことが多く報告されているが、 50語ある

いは 100語獲得する時期などは、音声言語と手

話言語ではそれほど違いがなく、獲得における

手話言語の優位性はその後消失するという

(Abrahamsen， Cavallo and McCluer， 

19851))0 

一方、言語獲得において手話言語に優位性が

あるとは言えないという研究もある。 Abra-

hamsen， Cavallo and McCluer (19851
)) は、

手話言語の初語が音声言語より先に出現して

も、初語として観察された手話単語は文脈依存

的なジェスチャー・レベルのものであり、これ

を音声言語の初語と比較することを疑問視して

いる O また、 Petitto(198823
)) は、研究者が指

さしゃリーチングのような前言語行動や単なる

手の動きに過剰に反応して、初語とみなしてい

る可能性も指摘している O

2.音韻論的研究

手話言語獲得に関する研究の中で、音韻論的

研究は比較的多くなされている O 手話言語の音

韻とは、「手型Jr運動Jr位置」の 3つのパラメー

タのことであり、これらが同時的に結合するこ

とによって手話単語が形成される。

McIntire (197718
)) は、アメリカ手話 (Ame子

ican Sign Language :以下 ASLと略記する)

を獲得しつつある聾児の観察の中から、幼児が

使用する手型は、無標手型 (UnmarkedHand-

shape) と呼ばれる最も作りやすい 7つの手型

がその大部分を占めていることを明らかにし

た。 Fig.1は、 7つの無標手型を示している。

さらに、聾児がより複雑な手型を必要とする手

四国同町回目別
Fig.l 
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アメリカ手話 (ASL)における無標手型

鳥越(198834
)) より引用
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話単語を表出するときであっても、無標手型を

代用して使用したという O

また、 BoyesBraem (19903
)) は、子どもの

手型の獲得段指として、 4つの段階を提案し、そ

れぞれの時期に獲得される手型を示した。それ

ぞれの時期に獲得される手型は以下の通りであ

るD

第 1段階 :S L bO G 5 C A 

第 2段階 :B F O 

第 3段階 Y D P 

3 V H 

第 4段階:Open8 X R T 

日本手話においても、手話獲得に関する研究

が行われている D 鳥越 (199536
)) は、 2人の聾児

を観察し、最も早く獲得されるもの、次に獲得

されるものといったような手型の獲得に階層性

が存在することを明らかにした。そのうち、最

も作るのが難しい手型は、視覚的にモニターし

ながら継起的に手型を変化させたり、他方の手

を使いながら手型を作り出すというエピソード

を紹介している D

Crowson (19945
)) は、イギリス手話を獲得し

つつある聾児を観察し、手話を構成するパラ

メータのうち、「手型」の誤りが最も多かったこ

とを報告している。また、聾児の手話言語にお

ける音韻的な間違いの仕方は、音声言語を獲得

している聴児のそれと類似しており、両者に共

通する音韻発達のメカニズムが働いている可能

性を示唆している。

Holmes and Holmes (198012
)) や Tetzchner

(198432
)) は、下位置J や「運動J に関しても、

「手型」と同様に、その獲得過程において階層

牲が存在することを明らかにした。

以上の研究から、手話言語を獲得する聾児は、

手話言語の音韻を段階的に獲得することが明ら

かになっている。また、ある特定の音韻(手話

言語の場合、特定の手型・運動・位置)がまず

獲得され、後に獲得されるものに代用されるこ

ともわかってきており、音声言語を獲得する聴

児の音韻獲得過程ときわめて類似しているとい

うことができょう O

3.形態論的研究

言語学では、意味を持つ最小単位を形態素と

i呼び、単語と音素の間の単位を言う口 ASLの言

語学的研究から、手話言語においても形態素と

いう単位が存在し、語を形成していることが明

らかになっている。神田(199413
)) は、{父}と

いう手話単語が 3つの形態素から構成されてい

ることを説明している o{父}という手話単語は、

人差し指で頬をなでた後、親指を前方に提示す

ることによって表される D このとき、頬をなで

る動作は「肉親」の意味を表し、前方へ提示す

る親指を伸ばした手型は「男」の意味を表して

いる o さらに、前方へ出す時の運動と位置は、

「存在」を表しているという口「男」と「存在」

は同時的に結合し、それらが「肉親」と継起的

に結合することによって、{父}という手話単語

になるとしている O このように、手話言語の形

態的構造は、線状牲を特徴とする音声言語のそ

れと比べて、より援雑な構造を持っているとい

えよう。

また、手話言語の形態論的研究の多くは、類

辞 (classifier)について取り上げている O 手話

言語における類辞とは、手型が事物や材料、形

状、大きさなどのカテゴりーを表し、位置や運

動を伴って手話言語の動詞を形成するといわれ

ている O

Kantor (198014
)) は、ろうの両親を持つ 3歳

から 11歳までの聾児 9人の類辞の獲得過程に

ついて検討を行った。被験児は、ろうの手話者

が話したビデオを見て、その後に再演するよう

に求められた。分析の結果、 3歳時で類辞の理解

が始まり、 6歳時でかなり複雑な類辞(3-hand;

V-hand)の使用範囲を拡大し始め、 6歳を過ぎ

ると様々な文脈の中で的確に類辞を使用できる

ようになるという oASLでは、親指、人差し指、

中指を伸展させた 3-handは、車やバイク、船な

ど乗り物一般を表し、それに位置と運動が共起

することによって、 r(乗り物が)ジクザグ走るJ

12つの乗り物がぶつかる」などのような動詞

(述部)を形成する O また、 V-':handは、人差し

指と中指を伸展させた手型であり、これは人の
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足を表し様々な位置や運動を伴いJ千鳥足で歩

くJ r登る J r寄り道をする」などのような動詞

(述部)を形成する。 3歳児は、これらの類辞を

手を広げた B手型で代用するという口

また、類辞は、手型が物そのものを表す「サ

ス (SizeAnd Space Specifier: SASS) J、物

を操作するときの手の形を表す「ハンドル

(Handle) J、より抽象的な形状をあらわす「抽

象類辞 (AbstractorSemantic Classifier) J の

3つに分類できるが、その獲得順序は 「ハンド

ノVJ が最も早く、次いで「サスム「抽象類辞J

のJI援で獲得されるという報告もある O

4.統語論的研究

手話言語において、動詞の屈折は、運動の始

点、と終点を動認の主語と白的語に一致させるこ

とによって表される口しかし、 ASLや日本手話

の動詞の中には、屈折をしないものもある。例

えば、(あげる}{電話をかける}{言う}などの

動詞は、運動方向が動詞の主語と目的語の位置

によって変化をし、屈折をするが、{遊ぶ}や{好

き}などの動認は、屈折をせず、主語、目的語

は語JI慎によって表される。

Fischer (19738
)) は、手話言語を獲得しつつ

ある聾児は、まずすべての動詞において屈折を

しない基本形のみを用いるが、 2歳以降、運動の

始点、や終点を主語や目的語に一致させる屈折形

を使用し始めることを報告している O そして、

3歳前後までにこの一致システムは獲得される

が、獲得の途中で、音声言語でも見られるよう

な過剰般化が観察されたという O すなわち、本

来屈折をしない ASL動認の運動の始点と終点

を主語と目的語に一致させる現象が観察された

としユう D

手話言語の動詞における派生的変化に関する

研究も行われている口一般に、 ASLでは、動詞

を名詞化する場合、運動を小刻みな繰り返しに

変化させることによって表す。 Launer(198215
)) 

によると、 2歳以前では、運動によって動詞と名

認を区別することはないが、2歳以降、その区別

をし始め、 3歳までに手話言語の動詞の派生規

則を獲得したという O その際、屈折規則の獲得

で見られたのと同様に、過剰般化が観察された

と報告している。

また手話言語において、表情や体の動きなど

の非手指動作 (non-manualsignals)が文法

マーカーとして機能していることが知られてい

るo Reilly， McIntire and Bellugi (199026
)) は、

手話言語の単語表出にあたって、 1歳半ごろに

感情に伴う表情を表出し始めることを報告して

いるo その際、手話単語と表情は不可分なもの

であったが、 2歳を過ぎる頃になると、非手指動

作を疑問や話題化などの文法マーカーとして使

用するようになったり、非手指動作によって動

詞に副詞的な意味を付加したりするようにな

り、手話単語と表情が独立のものとして別々に

機能するという。

指さしは、手話言語システムの中で特に重要

な文法的役割を担っている。代名詞として使用

されるほかに、眼前に実在しない対象物を空間

に登録したり、複数名詞を指さしによって表す

など、指さしは多様な機能を持っている。日本

手話においては、文末の指さしによって主語を

明示し、文法マーカーとしての機能も担ってい

る(鳥越， 199135
)) 0 Petitto (198722

)) は、指さ

しの興味深い例を紹介している。手話言語の中

で、 1人称は自分への指さしによって表され、 2

人称は相手への指さしによって表される口しか

し、手話言語環境にある聾児が 1歳 10ヶ月のと

き、自分への指さしを {You}の意味で使用し、

開き手への指さしを{I}の意味で使用する「リ

ノてース・エラー」が観察されたことを報告して

いる D これは、音声言語における代名詞獲得過

程においても見られる現象である。また、 1歳前

後において開き手や自分への指さしが一時観察

されたにも関わらず、その後そのような指さし

が消失し、 1歳 10ヶ月に再びこのような指さし

の使用が観察されたという O 鳥越(198834
)) は、

この現象を聴児にも見られる前言語行動として

の指さしと、手話言語システム内の指さしの非

連続性を示し、後者の指さしは手話言語の中の

抽象的な形式的システムとして獲得されると考

察している口

-150-



盤児の言語獲得に関する文献的考察

Hoffmeister (197711))は、聾児の指さしにつ

いて縦断的に検討し、次のような獲得過程を報

告している02歳半墳では、指さしは眼前の実在

する対象物への指さしがほとんどであった。し

かし、 3歳前後から、空間内に対象物を登録し、

以降その地点、を指さしたり、動認を一致させる

といったような指さしの使用が見られ、 3歳半

になると、現前しない対象物も空間に登録され

るようになった。 4歳で成人聾者が使用する指

さしの機能をほとんど獲得し、 4歳半で動詞の

一致や類辞などの他の文法獲得過程とも関連し

ながら、より体系的な発話が可能になったとい

う。武居・四日市(199831))もまた、手話言語環

境にある聾児の指さしについて分析を行った。

その結果、 1歳前後にはすでに、現前しないもの

を表す指さしゃ、意味的に冗長な指さしa3)が観

察されるようになり、手話言語の中に指さしが

取り込まれ、使用されるようになっていること

を報告している。

III.聴児と聾児の補語研究

初語表出以降の聾児の手話言語獲得過程につ

いては、比較的多くの研究があるが、手話言語

の初語を表出するに至るまでの過程について研

究したものは少ない。次に、初語表出前の聾児

に関する研究を取り上げるが、その前に生後 I

年までの聴児の音声言語獲得過程を概観する。

聴児が音声言語の初語を獲得するまでの過程

は、聾児の手話言語の初語獲得過程を明らかに

する上で有査をな示唆を与えるであろう。

1 .聴児の音声発達過程

日南語とは、乳児が生後 5ヶ月から 6ヶ丹頃に発

する、周囲にいる大人にとっては意味不明な音

声連鎖パターンを言う。 Oller and Eilers 

(198821))は、聴児の 1歳までの発声を、 4つの

段階に分けて説明している o0ヶ月から 2ヶ月ま

でを「反射的発声段階 (phonationstage) J と

し、この時期の乳児は、「泣き」、「叫び、Jが発声

の大部分であるが、その合聞の機嫌のょいとき

に母音に似た発声することがある O しかし、そ

れは倍音構造を持った共鳴音ではない。2ヶ月か

ら3ヶ月頃までに、「クーイング段階 (gooing

stage) Jに入る O この時期の乳児は、口腔の奥で

作られたクークーという音を発声するようにな

る。しかし、まだシラブノレを形成することはで

きない。次に 4ヶ月から 6ヶ月の間に、様々なタ

イプの新しい音を発声するようになり、母音様

の共鳴音を発声できるようになる O この時期を

「拡大段階 (expansionstage) J と呼んでいる。

7ヶ丹から 10ヶ丹に怠ると、「規準E南語段階

(canonical stage) Jに入る。この頃から、音声

楠語が観察される。この時期の初期には、シラ

ブルを形成した発声ではあるが、後に見られる

子音プラス母音の構造がまだできておらず、母

音のみの連鎖的音声が発声され、これを「境界

楠語 (marginalbabbling) J と呼んで、いる O そ

の後、子音と母音が結びついて cv構造を持ち、

シラブルを構成した連鎖的音声が観察されるよ

うになり、これを「規準略語 (canonicalbab-

bling) Jという。この時期に表出される発声は、

CmamamaJや CdadadaJなどのように、シラ

ブルをリズミカルに繰り返す発声を特徴として

いる。このような略語が観察された後、 1歳前後

に初語が表出される。

2.発声と身体運動

江尻(19976
)) は、日南語の表出と身体運動の関

係について、レビューを行っている O これによ

ると、足をばたばたと蹴る、腰を上下に揺らす、

手首を屈伸させるなどのような繰り返しのある

リズミカルな身体運動が観察される前後に、規

準晴語が表出されるという報告がある (Thelen，

197933
)) 0 また、 Locke，Bekken， McMinn-Lar-

son and Wein (199517
)) もまた、晴語表出前後

の乳児の発声と身体運動について分析を行っ

た。その結果、規準楠語が出現する前の乳児に

はリズミカノレな手の運動は観察されず、規準噛

語出現後の乳児に多く見られたことを報告して

いる。これらの結果は、規準時語とリズミカル

な身体運動がほぼ同時期に出現することを示

し、身体運動が規準日南語表出に何らかの役割を

果たしていることを示唆している O

江尻(19987
)) は、乳児の発声活動と身体運動
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の発達的変化と両者の関係について詳細な分析

を行っている O 江尻(19987
)) では、月齢 4ヶ月

から 11ヶ月まで 8ヶ月間、母親と子どものコ

ミュニケーション場面をビデオ収録し、 4人の

聴児の発声活動と身体運動について分析を行っ

た。その結果、規準略語出現の直前において、

発声とリズミカルな身体運動の伺期率が最も高

く、規準楠語出現以後は同期率が下がることを

報告している O 興味深いことに、リズミカノレな

身体運動に同期しているのは規準楠語ではな

く、シラブルは形成されているが子音プラス母

音の構造を有していない境界鳴語と同期してお

り、それは規準楠語が観察される前に頻繁に見

られる発声活動であった。

運動モダリティを使用するリズミカノレな身体

運動と音声モダリティを使用する鴫語という発

声活動は、その使用モダリティが異なる O それ

にもかかわらず、リズミカルな繰り返しが見ら

れるという点で両者は共通しており、規準楠語

の前駆体である境界楠語と身体運動の出現同期

性は、リズミカルな身体運動が規準日南語表出に

際し、何らかの準備をしていることを示唆して

いる。言いかえれば、音声言語獲得過程初期に

おける身体運動は、モダリティを越えて言語獲

得を支えているということができょう D 身体運

動が、それとモダリティが異なる音声言語の言

語獲得を支えているのならば、身体運動と同一

モダリティを使用する手話言語においてはより

密接な関係があることが推測される O そこで、

次に聾児の楠語について検討をする D

3.襲児の音声晴語研究

多くの聴児が同時期に同過程で音声楠語を表

出するのはなぜかを考えるとき、生得的要因と

学習要因の 2つが考えられる。この問題につい

て考えるとき、音声入力に何らかの国難を示す

塑乳児の発声活動が、有益な資料を提供してく

nる。

村井(197020
)) は、 1人の聾児を詳細に観察し

た結果、塁塁見は聴児に比べて発声量が少なく、

反復性のある崎語の表出がほとんど見られな

かったと報告している。

一方、 Lenneberg，Rebelsky and N ichoIs 

(196516
))は、重量児と聴児が月齢 6ヶ丹に至るま

で同じように暗語を表出していたことから、日高

語出現の規定要因を生物学的側面に求めた。す

なわち、暗語の出現は生得的な能力に起因し、

言語環境からの影響は少ないと結論づけてい

る口

Ol1er and Eilers (198821
)) は、古典的な鴫語

の研究で目指語とみなされているものは、シラブ

ノレを持ち母音のみで構成されている境界楠語と

シラブルを持ち母音プラス子音の構造を持った

規準楠語との区別を行っていないことを批判し

ている。彼らは、 9人の聾児の音声楠語を分析し

た結果、境界楠語の出現に関しては聴児と聾児

とで出現時期や頻度に大きな差はないが、聾児

は聴児に比べて規準楠語の出現が遅く、その出

現頻度もきわめて低いことを報告している O 以

上の結果から、境界略語は聴覚的な入力がなく

ても表出が可能であるが、規準日南語の表出にあ

たっては、聴覚的な入力が重要な役割を果たし

ていると結論付けている O また、 Stoel-Gam-

mon and Otomo (198629
)) は、聾児は規準璃語

が出現したとしても持続せず、消失すると述べ

ている。

しかし、手話言語環境にある聾児の場合、聴

覚的な音声入力に制限があるため、使用言語モ

ダリティが、音声モダリティから手指モダリ

ティへスイッチするということは考えられない

だろうか。

4. 聾児の手指噛語研究

手話言語の初語を獲得するのは 1歳前後と言

われているが、ある B突然初語が表出されると

は考えにくい。生まれてから 1歳までの間に、

手話言語環境にある聾児は初語表出のため何ら

かの準備をしていると考えられる O ここでは、

手話言語の獲得過程で観察された手指モダリ

ティにおける略語を、手指日南語 (manualbab-

b1ing)と呼ぶことにする O 手指日南語に関する報

告も過去にいくつかなされている。

Prinz and Prinz (197925
)) は、ろうの母親を

持つ穂児の観察の中で、初語出現以前に音声噛
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語に平行して、手指略語が観察されたことを報

告している。また、 Griffith(198510
)) は、ろう

の両親を持つ聴児を 17ヶ月から 23ヶ月まで観

察した結果、手をこすり合わせる手指晴諾の存

在を報告している。このように、早くから手指

n南語の存在は指摘されているが、雨研究とも、

手指楠語がいつ頃出現し、どのような運動形態

を持ち、どのくらいの頻度で出現し、どのよう

に初語へつながっているのかなど、具体的なこ

とについては全く触れられていない。

手指日南語に関して最初に系統的な分析を試み

たのは、 Petittoand Marentette (199F4)) で

あった。彼女らは、手話言語環境にある饗児と

音声言語環境にある聴児が、生後 10ヶ月、 12ヶ

月、 14ヶ月の時点で表出された手指運動をすべ

て記述し、ジェスチャーや手指楠語について分

析を行っている O 彼女らは、手指楠語を、 1) 

手話言語を構成する音韻(手型・運動・位置)

の組み合わせからなり、 2)成人が使用する手

話単語に見られるようにシラブルを形成し、 3) 

意味内容や指示物を持たないもの、と定義して

いる D 分析の結果、上記の定義を満たす手指略

語の出現頻度は、聾児のほうが聴児より有意に

多く表出されていたという O この結果から、彼

女らは、日南語という現象が音声言語に特有なも

のではなく、音声や手指といったモダリティを

越えた普遍的な現象であり、その起源は人間に

生得的に備わっていると結論付けている。

しかしながら、饗児と聴児で楠語の出現頻度

が異なるということは、子どもの言語環境が、

手指日南語の出現に何らかの影響を与えているこ

とを示唆している。そのため、手指補語が純粋

な先天的能力の生産物であるという見解には疑

問が残る O

一方、 Meierand Willerman (199519
)) は、

3人の聾児と 2人の聴児を 7ヶ月から 15ヶ月ま

で観察している O 彼らは、子どもが表出した手

の運動を、 1)指さし、リーチング、シンボリッ

ク・ジェスチャーなど意味内容を持つ意図的

ジェスチャー(communicativegesture)、 2) 

形式と使用文脈が、成人が使用する ASLの手

話単語と j司定されるような手話単語(sign)、3) 

手の動きが意味内容を持たない非指示ジェス

チャー (non-referentialgesture)の3つに分類

している o Petitto and Marentette (1991刊)

がいう手指楠認は、ここでは非指示ジェス

チャーに含まれる O 分析の結果、 Petitto and 

lVlarentette (199124
)) の結果とは異なり、聾児

も聴児も非指示ジェスチャーは同程度に表出さ

れ、その出現頻度に有意差はなかったという。

Meier and Willerman (199519
))は、非指示ジェ

スチャーが聴児においても頻繁に出現する理由

として、次の 3点を挙げている。第一に、音声

言語における発話と手話言語の発話は構造的に

類似しており、音声言語のリズミカルな特性が

リズミカルな非指示ジェスチャーを引き出して

いるということを理由に挙げている O 第二に

ジェスチャーの視覚的なフィードパックは、聾

児も聴児も同様に可能である D そのため、塑児

と聴児で非指示ジェスチャーの出現頻度に差が

出なかった可能性を指摘している。第三に、聴

者の両親であってもスピーチに伴って手が動く

ため、両親が聴者であっても童筆者であっても、

何らかのジェスチャーによる入力がある。その

ため、両親が聾者であっても聴者であっても、

両親は非指示ジェスチャーのモデルになりう

るO

また、武居 (199730
))は、手話言語環境にある

聾児 1名、聴児 2名の手指運動について記述を

行い、彼らの非指示ジェスチャーに関して、以

下の 4点を明らかにした。 1)手話単語や意図

的ジェスチャーが出現する以前に非指示ジェス

チャーが出現する D これは、意図伝達手段とし

て使用される手の運動が表出される前に、意味

を伴わない手の運動が存在することを意味す

る。 2)非指示ジェスチャーの多くに、シラブ

ルを構成したリズミカルな繰り返し運動が観察

される。これは、音声楠語に見られるようなリ

ズミカルな発声と類似している。 3)非指示

ジェスチャーは、発達に伴い質的に変化する。

6ヶ丹頃に観察された「単純な手の動き jは、10ヶ

月前後になると 「シラブルを構成したリズミカ
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/レな繰り返し運動j に、そして 1歳を過ぎると

「一見手話単語のようであるが意味を持たない

ジェスチャー」へと変化するというものである O

4 )手型や運動において、非指示ジェスチャー

と手話による初語との間に音韻的な連続性が見

出される D 以上のことから、武居(199730
)) は、

非指示ジェスチャーが手話言語の獲得において

崎語の機能を果たしており、手話言語の音韻構

造を準備していると結論付けているo

これらの研究は、手話言語獲得過程において

も手指モダリティにおける晴語が存在するこ

と、そして手話言語環境にある聾児は、聴児が

音声モダリティで音声言語を獲得していくのと

ほぽ同様の過程で、手話言語を獲得していくこ

とを明らかにしている。

5.手指鳴語出現のメ力ニズム

それでは、なぜ手話言語環境にある聾児は手

指哨語を表出するのだろうかD その出現メカニ

ズムについてここで考えたい。

日南語と身体運動の関係について調べた多くの

研究は、聴児において、音声略語、特に規準日高

語表出の前後にリズミカルな身体運動が観察さ

れたことを報告している(江尻， 19987
); 

Thelen， 197933
); Locke， Bekken， McMinn 

-Larson and ¥iVein， 199517
))。リズミカルな運

動は、後に表出されるリズミカルな発声すなわ

ち規準略語へとつながっていく D 一方、聾児に

おいても聴児と同様にリズミカルな身体運動が

観察された。 Meierand Willerman (199519
)) 

は、聾児と聴児の非指示ジェスチャーの出現頻

度は同程度であったとしているが、唯一の相違

点、として運動の繰り返し数を挙げ、聾児の方が

繰り返しが多いことを指摘している O 武居

(199730
))もまた、手話言語環境にある乳児の場

合、非指示ジェスチャーに見られる繰り返し数

が初語表出直前に最大になることを明らかにし

ている口

以上の研究から、聾児の手指略語は、規準日南

語表出前後に聴児においても観察されるリズミ

カルな身体運動が、リズミカノレな発声へとつな

がらず、それ自体が手話言語環境からの入力と

もあいまって発展し、手指楠語になっていくの

ではないかと考えられる O 言い換えれば、聴児

にも見られるリズミカルな身体運動が、モダリ

ティを越えることなくそのまま発展し続けたも

のが手指楠語であると考えられる。さらに、手

指楠語で表出された手型や運動形態は、両親が

子どもに話しかける手話言語を参照しながら、

手話言語の音韻体系獲得の基礎となっていくの

ではなかろうか。

しかし、以上の見解をさらに明確にするため

には、手指楠語表出と言語環境との関係につい

て検討する必要がある。すなわち、手話言語環

境にない聾児と聴児、手話言語環境にある聾児

と聴児をそれぞれ比較することによって、手指

楠語表出と言語環境との関係が明らかになると

考えられる。これら 4グループの手指運動と音

声活動を縦断的に分析することによって、どの

グループに手指略語が観察され、その頻度はど

の程度であるかを比較すると向時に、どのよう

に初語へとつながっていくのかという視点から

分析を行うことが望まれる。

IV. まとめ

手話言語の視点から聾児の言語獲得を見ると

き、手話言語の獲得過程が聴児の音声言語獲得

過程と極めて類似していることが明らかになっ

た。聾児の言語獲得、言語指導を考える際、手

話言語と音声言語の 2つを考える必要があり、

音声言語の獲得過程を研究することのみによっ

て、聾児の言語発達全体を明らかにすることは

できない。これまであまりかえりみられなかっ

た手話言語獲得に関する研究が今後いっそう重

要となろう。

注 1)本研究では、主たるコミュニケーション

手段として手話言語を使用するようになる

子どもを聾児とし、音声言語を使用するよ

うになる子どもを聴児とした。

注 2)ここでは、手話言語の中で、手型や運動、

位置などのパラメータは、音声言語でいう

音韻と同レベルの要素であると考え、音声
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モダリティを使用しない手話言語において

も、音韻という語を使用した。

注 3)文頭で指さしが使用されているにもかか

わらず、文末で再度指さしが使用される例

が報告されていた。文末の指さしの有無で、

文の意味が変化することはないので、この

文末の指さしは意味的に冗長であると考え

られた。
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A Review on the Studies of 

Sign Language Acquisition in Deaf Children 

明'ataruTAKEI and Akira YOKKAICHI 

Most of studies on the language acquisition in Deaf children have dealt with spoken 

language. The present paper reviewed the studies dealing with the acquisition process 

of sign language in Deaf children of Deaf parents. An emphasis was put on two points 

in the recent studies of sign language acquisition. One was that the acquisition of sign 

language in Deaf children of Deaf parents occurs just as does the acquisition of spoken 

language in hearing children with same maturation timetable. The other was that Deaf 

children exhibited babbling in the manual mode before the occurrence of first signs. 

Based on these studies， some perspective for language acquisition in Deaf children were 

discussed. 

Key Words: sign language， language acquisition， prelinguistic stage， babbling， Deaf 

children 
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